
責任投資の入門ガイド

概要
	■ �本入門ガイドは、責任投資とは何か、またそれを実践する

ための方法について簡単に要約したものです。
	■ �ここでは、責任投資原則の実践に関する情報を提供します。
	■ �また、責任投資に関する一般的な誤解について取り上げる

とともに、その他の詳しい情報も掲載しています。
	■ �本ガイドで使用する責任投資用語の定義は、PRI レポー

ティング・フレームワークの用語集に掲載されています。
	■ �本ガイドの内容の詳細や、責任投資一般については、別途

お問い合わせください。
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責任投資とは何か? なぜ責任投資なのか?
責任投資を
実践するには？

責任投資をめぐる誤解 PRIの役割

本ガイドは次の 5 つのセクションに分かれています。

http://www.unpri.org
https://www.unpri.org/pri/what-are-the-principles-for-responsible-investment
https://www.unpri.org/reporting-and-assessment/reporting-framework-glossary/6937.article
https://www.unpri.org/reporting-and-assessment/reporting-framework-glossary/6937.article
https://www.unpri.org/pri/an-introduction-to-responsible-investment
https://www.unpri.org/pri/an-introduction-to-responsible-investment
https://www.unpri.org/pri/an-introduction-to-responsible-investment
https://www.unpri.org/pri/an-introduction-to-responsible-investment
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1971 年  
米国初の社会的に責任を
負うミューチュアルファ
ンド、パックス・ワール
ド・ファンドのローンチ

1968 年
ダウ・ケミカル社のナ
パームの製造禁止を求
めた株主提案をきっか
けに、株主の権利をめ
ぐる議論が活発化

1980 年代
アパルトヘイトに
抗議して南アフリ
カから広範な投資
の引き揚げ（ダイ
ベストメント）

1989 年
エクソン・バルディー
ズ号の原油流出事故
を受け、投資家とその
他ステークホルダー
が CERES 原則を発
表 

1990 年
社会的に責任を負う初
のインデックスの一つ、
Domini 400 Social 
Index の適用開始

2008 年
世界銀行が自行初
のグリーンボンド
を発行

2020 年
先住民の聖地爆破問
題をめぐり、投資家
とステークホルダー
からの圧力を受けて
リオ・ティント CEO
が辞任

1999 年
ダウ・ジョーンズ・
サステナビリティ・ 
インデックスのロー
ンチ

2015 年
国連が持続可能な
開発目標 (SDGs)
を策定

2005 年
ESG 統合と受託者責任に
関するフレッシュフィー
ルズ・レポートの発表

2006 年
責任投資原則 (PRI) の
発足

2017 年
投資家による過去
最大の協働企業エ
ンゲージメント、
Climate Action 
100+ のローンチ

2017 年
気候関連財務情報開示タ
スクフォース (TCFD) が
初の情報開示要件を発表

2019 年
国連提唱のネットゼ
ロ・アセットオー
ナー・アライアンス
創設

2021 年
インパクトをもたらす投

資に関する法的枠組み
（LFI）のレポート発表

責任投資の進化におけるマイルストーン

責任投資とは何か?

環　境

	■ 気候変動
	■ サーキュラー・エコノミー
	■ 生物多様性
	■ 森林減少

社　会

	■ 人権
	■ �ディーセント・ワーク
	■ 多様性、公平性、インクルージョン

ガバナンス

	■ 取締役会の構成
	■ 役員報酬
	■ 税の公平性
	■ 責任ある政策エンゲージメント

責任投資とは、投資判断をする際や企業および資産に対する影響
を行使 ( アクティブ・オーナーシップまたはスチュワードシップ )
する際に、環境・社会・ガバナンス (ESG) に関する課題を考慮に
入れ、これにより従来の財務分析やポートフォリオの構築テクニッ
クを補完する投資手法です。
 

責任ある投資家の投資目的は多様です。たとえば、投資リターン
のみを重視してパフォーマンスに効果のある ESG 課題を積極的
に組み込む、または投資リターンの獲得に加えて、人と地球にポ
ジティブなアウトカムをもたらす要因を組み入れ、ネガティブな
要因を排除していくといったアプローチなどが考えられます。

責任ある投資を行う際に考慮対象となる ESG 課題：

https://core.ac.uk/download/pdf/72837515.pdf
https://www.smh.com.au/business/companies/rio-tinto-ceo-top-executives-resign-amid-cave-blast-crisis-20200910-p55uf8.html
https://www.unpri.org/sustainability-issues/sustainability-outcomes/sustainable-development-goals
https://www.unpri.org/sustainability-issues/sustainability-outcomes/sustainable-development-goals
https://www.unepfi.org/fileadmin/documents/freshfields_legal_resp_20051123.pdf
https://www.unepfi.org/fileadmin/documents/freshfields_legal_resp_20051123.pdf
https://www.climateaction100.org/
https://www.climateaction100.org/
https://www.fsb-tcfd.org/
https://www.fsb-tcfd.org/
https://www.unepfi.org/net-zero-alliance/
https://www.unepfi.org/net-zero-alliance/
https://www.unepfi.org/net-zero-alliance/
https://www.unpri.org/policy/a-legal-framework-for-impact
https://www.unpri.org/policy/a-legal-framework-for-impact
https://www.unpri.org/policy/a-legal-framework-for-impact
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2019 年
鉱山会社ヴァーレ所有のダムが崩壊
し、少なくとも 270 人が死亡、地
域社会と環境に甚大な被害が発生。
この事故で同社は 70 億ドルを超え
る賠償金を支払い。 

2020 年
決済企業ワイヤーカードが、企業ガ
バナンスの欠如に起因する不正会計
に対する告発を受け、破産を申請。

2021 年
世界保健機関 (WHO) が COVID-19
の世界的パンデミックを宣言。各国
政府・企業・機関におけるパンデミッ
クへの備えが不十分であったことか
ら、世界規模で GDP が急激に縮小。

2022 年
セメント企業ラファージュが内
戦勃発後のシリアで生産高 6
億 8,000 万ユーロ規模の工場
を継続稼働させたことに対し
て、フランスの裁判所が人道に
対する犯罪の共謀とみなして同
社を起訴。

財務上重要なESGインシデントとサステナビリティをめぐる課題の例

なぜ責任投資なのか?

責任投資は、関連する複数の ( 一部は重複する ) 要因がきっかけ
となり発展してきました。例えば以下が挙げられます。

財務上の重要性
ESG 課題と財務パフォーマンスの相互関連性を指摘する業界・学
術研究 1 が増加しています。PRI が委託した調査でも、ESG 課題
に関する企業への働きかけを通じて適切な ESG リスク管理や持
続可能な商慣行を促進することにより、投資家と企業の双方が価
値を創出できることが示唆されています。

サステナビリティをめぐる課題は、市場やポートフォリオのリター
ンに大きな影響を与え、一企業を超えてセクターや地域全体にわ
たるリスクを引き起こすこともあります。2 

 1	 参考文献：Mozaffar Khan et al.(2016)、Corporate Sustainability:First Evidence on Materiality および Robert G Eccles et al (2014)、The Impact of Corporate 
Sustainability on Organizational Processes and Performance

 2	 参考文献： Ravi Bansal et al.(2016)、Price of Long-Run Temperature Shifts in Capital Markets および OECD (2014)、Trends in Income Inequality and its Impact on 
Economic Growth など。

財務上の重要性

顧客の要求

政策と規制

受託者責任

サステナビリティ・
アウトカム

責任投資原則

https://www.bbc.co.uk/news/business-55924743
https://www.bbc.co.uk/news/business-55924743
https://www.ft.com/content/284fb1ad-ddc0-45df-a075-0709b36868db
https://data.worldbank.org/indicator/NY.GDP.MKTP.CD
https://www.ft.com/content/5347f304-bebf-4971-bed3-c07ed2ad368d
https://www.ft.com/content/5347f304-bebf-4971-bed3-c07ed2ad368d
https://www.unpri.org/research/how-esg-engagement-creates-value-for-investors-and-companies/3054.article
https://www.unpri.org/reporting-and-assessment/reporting-framework-glossary/6937.article
https://meridian.allenpress.com/accounting-review/article-abstract/91/6/1697/99330/Corporate-Sustainability-First-Evidence-on
https://www.hbs.edu/ris/Publication Files/SSRN-id1964011_6791edac-7daa-4603-a220-4a0c6c7a3f7a.pdf
https://www.hbs.edu/ris/Publication Files/SSRN-id1964011_6791edac-7daa-4603-a220-4a0c6c7a3f7a.pdf
https://www.nber.org/system/files/working_papers/w22529/w22529.pdf
https://www.oecd.org/els/soc/trends-in-income-inequality-and-its-impact-on-economic-growth-sem-wp163.pdf
https://www.oecd.org/els/soc/trends-in-income-inequality-and-its-impact-on-economic-growth-sem-wp163.pdf
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政策と規制 
近年、ESG 課題と情報開示について企業や投資家に義務付けられ
た規制や政策が大幅に増加しています。このトレンドは、気候変動、
現代奴隷制、租税回避などグローバル規模の課題解決において金
融セクターが果たす役割の重要性を反映したものです。

一方、政府や金融規制当局も、さまざまな政策や規制手段を活用し、
金融システムの持続可能性を高め、責任投資を促進することが可
能です。例えば：

	■ 企業による ESG 情報開示に関する規制
	■ スチュワードシップに関する規制
	■ 投資家の責任と情報開示に関する規制
	■ サステナブルな経済活動に関するタクソノミー

PRI リソース：

受託者責任
受託者責任 ( または同等の責任 ) の目的は、他者の資金を管理・
運用する者が、適切な注意・スキル・忠誠をもって顧客や受益者
の利益のために行動するよう保証することです。

受託者責任にもとづき、投資家は、投資リターンに関連するあら
ゆる要因 (ESG 課題を含む ) を考慮に入れ、こうした課題を踏ま
えて正しく行動しなければなりません。一部の国では、財務目標
の達成に役立つ限り、持続可能性の追求について検討することが
法的に義務付けられています。    

PRI リソース：

政策と規制リソース

21世紀の受託者責任
（Fiduciary duty in the 21st century）

サステナブルな投資政策と規制に関するツールキット  

インパクトをもたらす投資に関する法的枠組み
（Legal Framework for Impact resources）

規制データベース（Regulation Database）

顧客の要求
アセット・オーナーとその受益者の多くが、財務における ESG
要因の重要性を認識し、投資活動と自身の価値観や環境・社会と
いった広義の目標を連動させる取り組みを活発化させており、イ
ンベストメント・マネージャーやサービス・プロバイダーに対し
ても同様の取り組みを求めています。

持続可能性をめぐる受益者の選好を把握して適切に対応
（Understanding and aligning with beneficiaries’　
sustainability preferences）

PRI リソース：

https://www.unpri.org/policy
https://www.unpri.org/fiduciary-duty/fiduciary-duty-in-the-21st-century-final-report/4998.article
https://www.unpri.org/policy/policy-and-regulation-toolkit
https://www.unpri.org/policy/a-legal-framework-for-impact
https://www.unpri.org/policy/regulation-database
https://www.unpri.org/strategy-policy-and-strategic-asset-allocation/understanding-and-aligning-with-beneficiaries-sustainability-preferences/7497.article
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サステナビリティ・アウトカム
すべての投資活動がもたらすサステナビリティ・アウトカムは、
人と地球にとってポジティブにもネガティブにもなり得ます。

受益者、顧客、従業員、政府、規制当局、その他ステークホルダー
が投資家に対して、こうしたアウトカムを管理し、SDGs やパリ
協定などグローバル規模の枠組みと投資活動と連動させるよう求
める声がさらに高まっています。

PRI および外部リソース：

責任投資原則
投資業界では、責任投資原則に対するコミットメントを示す投資
家が大勢を占めるようになりました。PRI 署名機関は以下の原則
の実践に取り組んでいます。

	■ �原則 1： 私たちは、投資分析と意思決定のプロセスに ESG 
の課題を組み込みます

	■ �原則 2： 私たちは、活動的な所有者となり所有方針と所有習
慣に ESG の 課題を組み入れます

	■ �原則 3： 私たちは、投資対象の主体に対して ESG の課題に
ついて適切な開示を求めます

	■ �原則 4： 私たちは、資産運用業界において本原則が受け入れ
られ、実行に移されるように働きかけを行います

	■ �原則 5：私たちは、本原則を実行する際の効果を高めるために、
協働します

	■ �原則 6：私たちは、本原則の実行に関する活動状況や進捗状
況に関して報告します

上記 6 原則は投資家が投資家のために策定したものです。署名機
関は、この原則の実践を通じてサステナブルなグローバル金融シ
ステムの発展に貢献できます。

PRI リソース：

SDGの成果をもたらす投資：５つの枠組み
(Investing with SDG outcomes: a five-part framework)

責任投資原則とは？

SDG投資の事例

SDGアウトカムのケース・スタディ

アクティブ・オーナーシップ2.0：スチュワードシップの進化が喫緊の課題
(Active Ownership 2.0:The evolution stewardship 
urgently needs)

インパクト・マネジメント・プラットフォームのリソース

責任投資の入門ガイド

https://www.unpri.org/reporting-and-assessment/reporting-framework-glossary/6937.article#:~:text=The%20glossary%20contains%20the%20main,the%20information%20reported%20by%20others.
https://www.unpri.org/sustainability-issues/sustainability-outcomes/sustainable-development-goals
https://www.unpri.org/sustainable-development-goals/investing-with-sdg-outcomes-a-five-part-framework/5895.article
https://www.unpri.org/about-us/what-are-the-principles-for-responsible-investment
https://www.unpri.org/sustainable-development-goals/the-sdg-investment-case/303.article
https://www.unpri.org/sdg-outcomes-case-studies/2613.more?navcode=617
https://www.unpri.org/download?ac=9721
https://impactmanagementplatform.org/get-started/investment-and-finance/
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責任投資には、以下を含め、多くの方法があります。

( この表で使用した用語の定義は PRI レポーティング・フレームワークの用語集に掲載されています。)

責任投資を実践するには？

ESG 組み入れ
ESG 組み入れを行う際には、既存の投資手法の中で、多様なアプローチ ( インテグレーション、スクリーニング、テーマ投資など ) を
組み合わせ、ESG 課題に関する評価・レビュー・検討を行います。

ESG組み入れ スチュワードシップ

スクリーニング ESG インテグレー
ション

テーマ投資 投資先との
スチュワードシップ

その他のステークホルダーと
のスチュワードシップ

サステナビリティ・アウトカムをめぐる取り組み

ESG組み入れのリソース

PRI リソース：

スクリーニング：証券、発行体、セクター、
その他の金融商品に対するフィルタリング
を行ない、投資対象とするか否かを決定し
ます。

この際、以下のようなクライテリアを適用
します：投資家の選好、特定の投資指標 ( 投
資プロセスで策定したもの、あるいは顧客
やファンドの方針を反映したもの ) など。

スクリーニングの種類には、ポジティブ、
規範ベース、ネガティブがあります。

ESG インテグレーション：ESG 課題を考
慮し、投資分析と意思決定を行なうことに
より、リスク管理を強化し、投資リターン
を拡大します。

テーマ投資：長期的な ESG トレンドから
生じる機会を追求し ( 再生可能エネルギー
やサーキュラー・エコノミーへの移行な
ど )、テーマに応じた金融商品を選択しま
す ( ファンドやインデックス、トレンドを
中心に据えたポートフォリオの構築など )。

https://www.unpri.org/reporting-and-assessment/reporting-framework-glossary/6937.article
https://www.unpri.org/investment-tools
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スチュワードシップ
スチュワードシップとは、投資家がその影響力を行使することに
より、顧客と受益者のリターンと利益を左右する長期的な価値 ( 一
般的な経済・社会・環境資産など ) を高める取り組みです。

エンゲージメントは、投資家がスチュワードシップに関する義務
を果たす手段のひとつであり、具体的には、投資家やそのサービス・
プロバイダーならびに既存または見込み投資先やその他のステー
クホルダー間の関係構築や対話を通じて、ESG 要因に関わる業務

投資先への影響力の行使の例： その他ステークホルダーへの影響力の行使の例：

	■ �全アセット・クラスの既存または見込み投資先へのエンゲー
ジメント

	■ 株主総会で議決権を行使する
	■ 株主決議・提案を提出する
	■ 投資先の取締役会や委員会で直接的な役割を担う
	■ 訴訟活動を行う

	■ 政策立案者・基準策定者へのエンゲージメント
	■ 公共財 ( 研究など ) の構築に寄与する
	■ �エンゲージメントの成果を公表する、議決権行使結果を開示

する
	■ �インベストメント・チェーン内の他者と交渉する・モニタリ

ングする ( アセット・オーナーがインベストメント・マネー
ジャーに働きかける活動など )

スチュワードシップのリソース

アクティブ・オーナーシップ2.0

責任投資の入門ガイド：スチュワードシップ

の改善、サステナビリティ・アウトカムの拡大、情報開示の強化
などを行なっていきます。また非上場企業では、投資家が企業の
経営陣や役員を直接的に管理し、対話を行う場合もあります。

スチュワードシップ活動の対象となるのは、既存または見込み投
資先 ( 企業、発行体、アセットなど )、その他ステークホルダー ( 政
策立案者、基準策定者 ) などです。

責任ある投資家は、スチュワードシップ活動をより効果的なものにするために協働することもあります。この協働は、非公式 ( 特定の課
題へのアプローチについて知見を同業他社と話し合うなど ) や、公式 ( 投資家が投資先の企業やステークホルダーに働きかけを行うなど )
でされているものもあります。

PRI リソース：

https://www.unpri.org/investment-tools/stewardship
https://www.unpri.org/investment-tools/stewardship/active-ownership-20
https://www.unpri.org/an-introduction-to-responsible-investment/an-introduction-to-responsible-investment-stewardship/7228.article
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サステナビリティ・アウトカムをめぐる取り組み
投資家は、投資判断や投資先、政策立案者、その他のステークホ
ルダーに対するスチュワードシップを通じて、投資に関連するサ
ステナビリティ・アウトカムを改善するために行動することがで
きます。　ここでは、グローバルなサステナビリティ目標や閾値
に沿った投資を行うことにより、人と地球にとってポジシティブ
なアウトカムを拡大し、ネガティブなアウトカムを減らすことが
可能です。

グローバルなサステナビリティ目標と閾値は、社会が人や環境に
害を与えないようにするための限界を定めるものです。

こうした取り組みは、以下をはじめとする国際的な枠組みでも定
められています。

	■ 国連の持続可能な開発目標（SDGs）
	■ パリ協定
	■ 生物多様性条約
	■ OECD 多国籍企業行動指針
	■ 国際人権章典
	■ 労働における基本的原則及び権利に関する ILO 宣言
	■ 国連ビジネスと人権に関する指導原則

PRI に関するリソースと外部リソース：

すべての資産クラスにわたる責任投資
責任投資はすべての資産クラスで実践可能ですが、活用できるツー
ルは、上場、プライベート資産、証券のタイプごとにより異なり
ます。例：

PRIサステナビリティ・アウトカムに関するリソース

アセット・クラス別のガイダンスとケース・スタディ

サステナビリティの閾値に関する
インパクト・マネジメント・プラットフォームのリソース

債券

財務制限条項：契約内容に ESG 課題と関連
のある条項を組み込むことにより、債券の
ESG パフォーマンスを向上させることがで
きます。こうした条項では、発行体に対して
ESG をめぐる情報開示や特定の基準 (OECD
多国籍企業行動指針など ) への準拠を義務付
けることができます。

上場株式

議決権：世界の大半の国で、株主は、経営陣
の任命や株主決議に関する議決権の行使を通
じて、企業の ESG パフォーマンスをめぐる
見解や要望を正式に伝達できます。

プライベート・
エクイティ

取締役会の議席：プライベート・エクイティ
投資家は、投資先企業の取締役会の議席を獲
得することにより、その企業の ESG 戦略の
策定に寄与し、これにより社会や環境にプラ
スの影響を与えることができます。

PRI のレポーティング・データによると、責任投資をめぐる慣行
の成熟度はアセット・クラスにより異なります。 
過去のデータで上場株式市場と債券市場を比較すると、前者の投
資家の方が ESG 要因の組み入れに対して積極的です。3 しかし近
年を見ると、依然として差異は残るものの、各署名機関が主要ア
セットの全クラスで大きな成果を挙げています。4 

PRI リソース：

3 	 PRI(2021 年 ) 責任投資の進化：署名機関による高度な投資慣行をめぐる分析
4	 PRI(2022 年 )PRI データの分析：アセットオーナーの行動

https://www.unpri.org/sustainability-issues/sustainability-outcomes
https://www.unpri.org/investment-tools
https://impactmanagementplatform.org/thresholds-and-allocations/
https://www.unpri.org/asset-owner-resources/the-evolution-of-responsible-investment-an-analysis-of-advanced-signatory-practices/7254.article
https://www.unpri.org/asset-owner-resources/inside-pri-data-asset-owner-action/10114.article
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アセット・オーナーと責任投資
グローバル市場の方向性を決めるのは、インベストメント・チェー
ンの頂点に立つアセット・オーナーです。長期的な債務や投資案
件を抱えることが多いアセット・オーナーの間で、持続可能なア
セット運用への関心がますます高まっています。

投資業務のすべてまたは一部を外部委託しているアセット・オー
ナーであれば、外部のインベストメント・マネージャーやコンサ
ルタント、その他サービス・プロバイダーを選択・モニターする
手段として責任投資原則を活用することができます。

PRI リソース：

レポーティング
一般的に、投資家による報告活動では、ステークホルダー ( 規制
当局、顧客など ) に対して、公開または非公開情報の提供を行な
います。
アセット・オーナーはこうした開示情報を参照して、インベスト
メント・マネージャーによる ESG 組み入れやスチュワードシッ
プの実践状況、サステナビリティ・アウトカムをめぐる取り組み
などを評価します。さらにこうした情報開示は、投資家が規制や
ガイダンスへの対応を報告する際にも活用できます。

欧州連合 (EU)、英国の金融行動監視機構、米国の証券取引委員会、
その他の各国および国際的な機関では、情報開示をめぐる規制を
さらに強化しています。

インベストメント・マネージャーから顧客への報告には、定量・
定性的な情報やケース・スタディが含まれる場合があります。そ
の内容は、単独のデータ、大規模な報告書の一部、ステークホルダー
とのやりとりから得た情報など多岐にわたります。

PRI リソース：

投資方針：ESG要因の組み込みによるサステナビリティ・アウトカムの拡大
(Investment mandates: Embedding ESG factors, improving 
sustainability outcomes)

投資家に対するESG報告要件をめぐるトレンド・レビュー
(Review of trends in ESG reporting requirements for 
investors)

アセット・オーナーガイド：インベストメント・マネージャーの選定

アセット・オーナーガイド：インベストメント・マネージャーの指名

アセット・オーナーガイド：インベストメント・マネージャーの
モニタリング

PRIデータ分析：アセット・オーナーの行動

アセット・オーナーに関するその他のリソース

国連提唱の「ネットゼロ・アセットオーナー・アライアンス」

https://www.unpri.org/mandate-requirements-and-rfps/embedding-esg-factors-in-investment-mandates/8563.article
https://www.unpri.org/driving-meaningful-data/review-of-trends-in-esg-reporting-requirements-for-investors/10296.article
https://www.unpri.org/manager-selection/asset-owner-guide-investment-manager-selection/6573.article
https://www.unpri.org/manager-appointment/asset-owner-guide-investment-manager-appointment/6574.article
https://www.unpri.org/manager-monitoring/asset-owner-guide-investment-manager-monitoring/6575.article
https://www.unpri.org/asset-owner-resources/inside-pri-data-asset-owner-action/10114.article
https://www.unpri.org/investment-tools/asset-owner-resources
https://www.unepfi.org/net-zero-alliance/
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主要な ESG 課題
責任ある投資家は、多様な ESG 課題を考慮しながら投資分析を
実行します。ESG 課題を優先順位付ける際に基準となるのは、人
や地球、財務リターンに対する潜在的な影響などです。

アセット・オーナーの署名機関の責任投資慣行に関する PRI の分
析でも示されているように、気候変動は投資家、特にアセット・オー
ナーにとって最優先の ESG 課題です。また、投資家にも、人権
の尊重をめぐる責任の高まりが認識されつつあります。

PRI リソース：

気候変動
気候変動に関する政府間パネル（IPCC）や国際通貨基金 (IMF)
などが指摘する通り、気候変動は、人類による活動のあらゆる側
面で、物理的・経済的・社会的に多大な影響を及ぼしています。

2015 年には、196 カ国・地域により、気候変動をめぐり法的
な拘束力を有する国際条約「パリ協定」が採択されました。この
協定では、今世紀中の世界気温の上昇を産業革命以前の水準から
2.0℃未満に抑え、さらに 1.5℃未満の水準達成を目指していま
す。

パリ協定の目標達成に向け、投資家は、ポートフォリオ企業やそ
の他アセットが排出する温室効果ガス ( 二酸化炭素、メタンなど )
の削減に取り組んでいます。

多くのアセット・オーナーが国連提唱の「ネットゼロ・アセット・
オーナー・アライアンス」のメンバーとなり、2050 年までにポー
トフォリオの組み入れ企業が排出する温室効果ガスを可能な限り
削減する取り組み ( ネットゼロ目標 ) を展開しています。さらに
インベストメント・マネジャーやサービス・プロバイダー業界でも、
同様のアライアンスが創設されています。

PRI リソース：

課題別のガイダンスと調査

気候変動に関するリソース

プライベート・マーケットにおける気候変動

Climate Action 100+

課題別のスチュワードシップ・ガイド

責任投資の入門ガイド：アセット・オーナー向け気候変動ガイド

https://www.ipcc.ch/
https://www.imf.org/en/Publications/WP/Issues/2019/10/11/Long-Term-Macroeconomic-Effects-of-Climate-Change-A-Cross-Country-Analysis-48691
https://www.unepfi.org/net-zero-alliance/
https://www.unepfi.org/net-zero-alliance/
https://www.netzeroserviceproviders.com/
https://www.unpri.org/sustainability-issues
https://www.unpri.org/sustainability-issues/climate-change
https://www.unpri.org/investment-tools/private-markets/climate-change-for-private-markets
https://www.unpri.org/collaborative-engagements/climate-action-100/6285.article
https://www.unpri.org/investment-tools/stewardship/issue-specific-stewardship-guides
https://www.unpri.org/an-introduction-to-responsible-investment/an-introduction-to-responsible-investment-climate-change-for-asset-owners/5981.article
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人権
「人には尊厳をもって扱われる共通の権利がある」 - 人権は、シン
プルでありながら力強い概念です。国籍、居住地、性別、国籍、
民族、肌の色、宗教、言語、その他あらゆる属性を問わず、すべ
ての人には、差別を受けることなく人権を享受する権利がありま
す。人権とは、相互関連的、相互依存的、かつ不可分な概念です。

機関投資家には、人権を尊重する責任があります。
2011 年、国連と OECD がこの人権尊重の責任を正式に定めた
ことを受け、従業員、受益者、顧客、政府、さらに社会全体から、
人権の尊重をめぐり投資家に対する要望や要件が大幅に増えてい
ます。

PRI では、 国連「ビジネスと人権に関する指導原則」と OECD「多
国籍企業行動指針」の実践に向け、署名機関を支援する複数年作
業プログラムを策定しています。このプログラムには、人権や社
会課題に焦点を当てた協働スチュワードシップのイニシアチブ「ア
ドバンス (Advance)」の実働も含まれています。

PRI リソース：

投資家が人権を尊重すべき理由とその方法
(Why and how investors should act on human rights)

人権ケース・スタディ・シリーズ

ソブリン債における人権：投資家の役割

責任投資の入門ガイド

https://www.unglobalcompact.org/library/2
https://www.oecd.org/corporate/mne/
https://www.oecd.org/corporate/mne/
https://www.unpri.org/sustainability-issues/environmental-social-and-governance-issues/social-issues/human-rights
https://www.unpri.org/sustainability-issues/environmental-social-and-governance-issues/social-issues/human-rights
https://www.unpri.org/investment-tools/stewardship/collaborative-stewardship-initiative-on-social-issues-and-human-rights
https://www.unpri.org/investment-tools/stewardship/collaborative-stewardship-initiative-on-social-issues-and-human-rights
https://www.unpri.org/human-rights/why-and-how-investors-should-act-on-human-rights/6636.article
https://www.unpri.org/sustainability-issues/environmental-social-and-governance-issues/social-issues/human-rights-case-studies
https://www.unpri.org/sovereign-debt/human-rights-in-sovereign-debt-the-role-of-investors/9151.article
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責任投資をめぐる誤解

…責任投資は、特定の投資戦略または商品に投資するものである
責任投資には、多くの方法があります。投資家は、ESG 情報を活
用して投資やスチュワードシップに関する意思決定を下すことに
より、関連するすべての課題をもれなく検討した上でリスクとリ
ターンを評価できます。責任投資の目的に応じて、ポートフォリ
オ全体、特定のアセット・クラス、特定の商品などに注力した投
資を選択できます。また、みずからの投資行動が人や地球に与え
る影響を考慮しつつ、複数のアプローチを組み合わせながらアセッ
ト全体または一部を運用することも可能です。

…責任投資は、投資リターンを押し下げる
責任投資はリターンを犠牲にする必要はありません。実際には、
むしろリスクとリターンの特性を高めることが可能です。投資家
は多様な投資テクニックを適用することにより、ESG データやト
レンドの分析なしには発掘することが困難なリスクや機会を特定
できます。

…責任投資を選択すると、投資先が限定される
責任投資では、投資をめぐる意思決定やスチュワードシップに
ESG 課題を組み込みます。スクリーニングはそのための一般的な
手段ですが、必須条件ではありません。

…インデックス投資家が責任投資を実行するのは不可能である
インデックス投資戦略にも、さまざまな方法で ESG 要因を組み
入れることが可能です。サービス・プロバイダーであれば、インデッ
クスを構築する際に ESG 課題とサステナビリティ・アウトカム
を分析することができます。また投資家であれば、構成銘柄に関
するスクリーニングを実行しているインデックスや特定のテーマ
に特化したインデックスを選択することにより価値観を重視した
投資慣行を実践できます。さらに、スチュワードシップを通じて
現在あるいは今後のインデックス構成企業の活動に影響を与える、
規制当局や業界団体へエンゲージメントを行い、責任投資の実現
に向けた改革を推進するといった取り組みも可能です。

 

…責任投資の背景には、政治的な動機がある
責任投資は、特定の政治的なアジェンダを推進するものではあり
ません。投資プロセスの中で ESG 要因を分析し、サステナビリ
ティ・アウトカムを追求することにより、投資家は、より多くの
情報にもとづいて意思決定を下せるようになり、結果的には受益
者の目的に応える投資を実行し、リターンをめぐるリスクを調整
できるようになります。

…責任投資の効果は実証できない
「グリーン・ウォッシュ」とは、投資家が、金融商品や投資の戦略、
コミットメント、アプローチなどについて、その環境親和性、持
続可能性、倫理水準を誇張しようとする行為です。投資家による
こうした虚偽の申し立てを排除するため、多様な規制やイニシア
チブが策定されてきました。サステナブル・ファイナンスに関す
るタクソノミーもその一例で、この分類法により、投資家は、ポー
トフォリオの中に ESG やサステナビリティ目標の達成に寄与す
る銘柄をどの程度組み込んでいるか客観的に報告できます。

PRI および外部リソース：

責任投資業界の急速な発展にともない、その内容について以下のような誤解が生じています。

ESGとパッシブ投資戦略
(ESG and passive investment strategies)

CFA協会「投資プロダクトに関するグローバルESG開示基準」
(CFA Global ESG Disclosure Standards for Investment 
Products)

https://www.unpri.org/passive-investments/esg-and-passive-investment-strategies/5493.article
https://www.cfainstitute.org/en/ethics-standards/codes/esg-standards
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PRIの役割

PRI は、投資業界における責任投資の実践を奨励・支援する世界
規模の組織として、以下の受益者の長期的な利益のために行動し
ています。

	■ 署名機関
	■ （署名機関が）事業展開する金融市場と経済圏
	■ ( 究極的には ) 地球環境と社会全体への貢献

 

PRI の署名機関には、6 つの責任投資原則の実践に取り組むこと
が求められます。PRIは、以下を通じてこの取り組みを支援します。

	■ �リソース：責任投資をめぐる多様なトピックに関するガイダ
ンスとツールを提供します。

	■ �協働エンゲージメント：署名機関が、企業やその他ステーク
ホルダーとの協働を通じて優先度の高い ESG 課題に取り組
めるよう、PRI コラボレーション・プラットフォームを活用
して機会の提供に向けた調整を行ないます。

	■ �公的政策：投資家による責任投資のアプローチの支援と実現
に向け、政策立案者に働きかけます。

	■ �学術的調査：責任投資に関する革新的な調査を支援し、調査
結果を公表します。

	■ �投資家向け会合を開催：各種イベントや地域ネットワークを
通じて、署名機関同士の連携を促進し、知識を共有します。

	■ �レポーティング：署名機関が自社の強みと改善点を把握でき
るよう PRI レポーティング・フレームワークを通じて支援し
ます。また PRI は、署名機関について非公開のスコアリング
と同業他社に照らした評価を行ないます。署名機関は非公開
のレポーティングを共有することができ、PRI は PRI データ
ポータル上で一部の情報を一般公開し、透明性を提供します。

	■ �PRI アカデミー：オンライン講座を通して投資専門家にト
レーニングを提供します。

https://www.unpri.org/pri/what-are-the-principles-for-responsible-investment
https://collaborate.unpri.org/
https://www.unpri.org/sustainable-markets/academic-research
https://www.unpri.org/news-and-events/upcoming-events/all-events-and-webinars
https://www.unpri.org/signatories/reporting-and-assessment
https://dataportal.unpri.org/dataportalv2
https://dataportal.unpri.org/dataportalv2
https://priacademy.org/
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